
  

     

第１１５８回 例会 ２０１４年（平成２６年）６月２日   

 

前回（５月２６日）例会記録 

 ◇ プログレス 中村 一 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  岡本 真太郎 会員 

 ゲスト：１名  地区外：０名  地区内： ４名  合計： ５名 

 ゲスト：株式会社大丸松坂屋百貨店 営業２部 部長 西山 和司 様 

 

２．会長の時間  清水 清一 会長 

先週の 26 周年記念の懇親会は大変楽しく、我クラブの将来についてお互いに話し合っ

ていただけたと思っております。 

さて、本日は来月 9 日に予定していますＹＭＣＡの学生交流会について少しお話をしよ

うと思います。 

先日ＹＭＣＡの担当の片岡先生と打合せを行いました。昨年度は「社会で働く厳しさと

は」のテーマに、学生数約 90 名がそれぞれ小グループに参加会員それぞれ 1 名ずつ

講師として入りディスカッションを行いました。 

今年も基本的には本音シリーズとしてテーマを「グローバルビジネス現場で使えるヒト 

とは…～人生の先輩が、学生のホンネを聞いて伝えること～」と題して、同じ様な形式で行いたいと思っております。 

言うまでもなく、現在は企業の海外進出に伴い、国籍を問わず優秀な人材を採用したいという傾向になっておりま

す。 

 本日のプログラム                     （本日のプログレス 日比 敬史 副ＳＡＡ）

○ ロ－タリ－ソング  「君が代」「船場ソング」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ ６月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  「ある審査請求の話」  岡本 茂 会員 

○ 新旧合同理事会  ４階「藤の間」 １３：４０～１４：４０ 

・ 夏は来ぬ 

・ 希望のささやき 

・ 砂山 
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四つのテスト／言行はこれに照してから 

Ｉ．真実かどうか Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか Ⅳ．みんなの為になるかどうか 



 

 

留学生が日本で求められる能力とは語学力はいうに及ばず専門知識の習得能力であり、両国での調整役としてのマネ

ジメントを必要とされると思います。一方入社後には多くの場合現場での下積みを通じて専門知識を身につけて活かす

企業が大半であるという理解も必須であると言えます。 

この様な事を視野に入れながら、学生に対し厳しく暖かいアドバイスを頂ければとの事です。 

今年度の参加学生数は98名ですので当クラブからは9~10名程度の会員の皆様にはお願いしたいと思っております。 

予定時間は14:50分より 16:40分程度を考えております。 
３．幹事報告  塩尻 明夫  幹事 

 ①本日皆様のメールボックスに「減災とBCPを考える」というカラーのチラシを配布しております。船場げんきの会さんと

の共同事業ですが、BCP（事業継続計画）に関心をお持ちの方に非常に参考になるシンポジウムです。参加される先

生方もその道の専門の方々ですし、クラブからも新川さんの会社の総務の方がご出席されます。皆様、もしくは皆様

の会社の総務のご担当の方々、社員の皆様方にこぞってご参加いただければと思いますのでよろしくお願い致しま

す。 

 ②以前から企画されておりましたNPO法人遠野・山・里くらしネットワークさんにご協力いただいた自動車を寄贈するプ

ロジェックトですが、先日、車（オデッセイ）が寄贈されました。私どもの拠出と震災復興基金による補助との折半での

実現でございます。車の側面にロータリーのマークもはいっており、この車で見守り事業がなされます。 

③地区補助金を利用し、同じNPOさんを経由して現地に複写機を寄贈するというプロジェクトがすすめられています。 

   現地の被災者の方に綺麗なテーブルクロスを作っていただくことをNPOさんが見守りながら支援をするというプロジ

ェクトでございます。現在、松谷さんを中心に準備をすすめております。 

４．委員会報告 

 ◎ 青少年奉仕委員会  岡本 真太郎 委員長 

5月24日に行われた地区青少年奉仕部門 正副委員長会議・ワークショップへ出席して参りました。 

大阪船場RCでは、開平小学校児童の学校訪問、YMCA学生との交流をメインに行っておりますが、皆様もご存じの 

様にロータリーには様々なプログラムがございます。 

ローターアクト（18-30才）・インターアクト（12-18才）、RYLA、ニコニコキャンプ、青少年交換プログラム、等を 

積極的に推奨されているクラブは大変な盛り上がりを見せております。特にロータアクトの青年たちのきびきびした動き、

交換留学を終えた学生の堂々たるスピーチには、感動させられました。 

青少年奉仕としての一番の目的は【人材を育て将来のロータリアンを作る】こと、だと教えて頂きました。当クラブとして

青少年奉仕をどう考えていくかをまた皆様と議論させて頂きたいと思います。その際はお力添えの程、宜しくお願い 

致します。 

５．ニコニコ箱報告 平山 明彦 親睦委員 

藤野 会員‥‥本日職奉卓話です。宜しくお願い致します。 

澤田 会員‥‥片岡会員 レイテ島輸送に対して大変お世話になりました。感謝しています。 

平山 会員‥‥サラリーマン川柳より一首。物忘れ 便利な言葉「あれ」と「それ」。 

          私も一首。ニコニコと笑ってごまかす「あれ」と「それ」。 

今泉 会員‥‥大相撲 白鵬２９度目賜杯おめでとうございます。歴代優勝回数１位は大鵬３２回、 

２位は千代の富士３１回、白鵬は現役で３位。将来もっと増やせる様希望致します。 

沖、斧原、林、俣野、松永、清水、塩尻、北野、高階、岡本(真)、栗原、松谷、片岡、中村、日比、小山、大嶋、宮原、 

杉浦、伊藤、井澤、カンタトーレ、 

各会員‥‥なでしこジャパン アジア・カップ初制覇！ 

 



 

 

６．出席報告 中村 一 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席員数 ３４名 出席率 ８７％ 

第１１５４回（４月２８日） 修正出席率 ９３％  

 

７．職業奉仕卓話  「高級腕時計に魅せられる人が増加しています」 

             株式会社大丸松坂屋百貨店 心斎橋店 営業２部 部長 西山 和司 様 

                                                  （藤野 英男会員ご紹介） 

本日は、昨今のニュース報道などで、売上好調品目の代表的なアイテムとしてとりあげられ

る「高級腕時計」についてお話をしたいと思います。大丸心斎橋店時計売場の２５年下期の

売上は前年比 70％増、消費税率アップ直前の３月においては前年比 180％増という伸び

を示しています。日本国内の景気が好転していることに加え、外国人が日本国内で買われ

るケースが激増していることが大きな要因と思われます。 

 腕時計に魅せられる要因は何なのでしょうか。私が考える高級腕時計の魅力は「歴史的

な背景の面白さ」と「精緻な機械」の２つがあると思います。 

 １つ目の、「歴史的背景」についてご紹介したいと思います。腕時計が誕生したのは 

１９世紀後半です。当時主流は懐中時計で、ポケットからいちいち取り出して確認する必要があり、機敏性を要求される 

軍隊での需要が腕時計発展の契機となっています。1895年の日清戦争に従軍した日本兵の写真に腕時計が写って 

いた例があります。当時は懐中時計をベルトで腕にくくり付けた様な物だったそうです。腕時計は戦争において、 

正確な時間で作戦を実行するために技術開発が行われました。 

 ２つ目の魅力は、「精緻な機械式構造」です。高級時計のムーヴメントはいわゆる機械式腕時計であり、竜頭を巻く 

ことでゼンマイが巻き上げられ、ゼンマイのはじける力でテンプが回転し針が進むという仕組みです。 

 現在の世界の腕時計メーカーの大半はスイスに本社および工房をもっており、スイスメイドが高級時計の大きな看板に 

なっています。そもそも腕時計は当時の先端技術であり、現代のコンピューター産業のようなものでした。時計のような 

品物は当時の先進国であるドイツ、フランスで盛んなものでしたが、宗教改革に伴う戦争やフランス革命の動乱から 

優秀な時計技術者がスイスに移住し、彼らがスイスの時計文化発展に大きく寄与しました。戦争が時計技術の発展に 

寄与したといえます。 

 1970年代、「クオーツショック」によって、スイスの高級機械式腕時計ブランドは壊滅的な打撃を受け、20世紀半ばまで 

全盛を誇ったアメリカの時計メーカーはほぼ全滅しました。しかし、1980年代に入るとスイス製の高級機械式腕時計の 

人気が復活してきました。精度ではクォーツに及ばないものの、熟練工が時間をかけて一つ一つの部品をくみ上げられた

技術が再評価されたのです。いまやスイスの腕時計産業は世界のラグジュアリービジネスの中心的な存在となり、 

世界中の富裕層を顧客として囲い込むことに成功しているのです。 

 毎年４月に開催されるスイスのバーゼルフェアは、世界中の時計ブランドが参加する見本市です。恐らく何百ブランド 

と言われる、大小様々な出店ブースが乱立し、世界中のバイヤーが訪れます。各国のバイヤーの数で世界の富裕層の 

勢力図が見て取れます。たかが時計ですが、されど時計です。世界経済の縮図がバーゼルフェアにあると思います。 

 皆さんに、大丸心斎橋店でも販売しているブランドの中から選りすぐり５ブランドをご紹介したいと思います。 

・・・・５つのブランドをご紹介させて頂きます・・・・ 

以上、５つのブランドを紹介させていただきましたが、南館４階の時計売場にはスイスやドイツのブランドの他に、 

日本の著名ブランドも数多く取り扱っておりますので、少しでも本日の話で関心をお持ちいただいた方のご来店 

お待ちしております。 

 



 

                             【６月号ガバナー月信より】 
 
 
 
★次週６月９日例会予定 

          ・委員会卓話：親睦委員会 
          ・職業奉仕卓話：溝畑会員 

 


